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研究成果の概要（和文）： 

労働者を対象として、職場環境改善アプローチによるストレス対策の心理的ストレス軽減効
果、インターネット認知行動療法学習プログラムのうつ病予防効果をそれぞれ比較対照試験お
よび無作為化比較試験により評価した。また認知行動療法ストレスマネジメントプログラムが
脳画像測定による前頭葉の活動（血流）に与える影響、およびセロトニントランスポーター遺
伝子多型による認知行動療法プログラムの効果の差を検討した。職場環境改善アプローチによ
るストレス対策は、心理的ストレスの軽減に対して有意な介入効果を示さなかった。インター
ネット認知行動療法プログラムは追跡６ヶ月時点で労働者の抑うつの改善に有意な介入効果を
示し、また追跡 12ヶ月時点で介入群では対照群とくらべて大うつ病の罹患率が有意に低かった。
認知行動療法ストレスマネジメントは、脳画像測定による前頭葉の活動を増加させたが有意な
差ではなかった。セロトニントランスポーター遺伝子多型による認知行動療法プログラムの効
果の差は明確にできなかった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We evaluated the effect of a stress management program using the work-environment 
improvement approach on psychological distress with a controlled trial design, and the 
effect of an Internet-based cognitive behavioral therapy (CBT) program on depression 
with a randomized controlled trial design among workers. We also investigated the 
effect of a CBT on activity (blood flow) of frontal brain measured by brain imaging 
technique, and the differential effect by serotonin transporter polymorphism. The 
stress management program using the work-environment improvement approach 
failed to show a significant intervention effect on psychological distress. The 
Internet-based CBT program showed a significant intervention effect on depression at 
six-month follow-up and significantly lower incidence of major depression at 12-month 
follow-up in the intervention group than the control group. The CBT program showed a 
non-significant, but slightly increased activity of frontal brain of the participants. No 
clear differential effect of the CBT program by serotonin transporter polymorphism 
was found. 
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１．研究開始当初の背景 

わが国では一般住民中の過去１年間にう
つ病に罹患した者は２％と推定されており、
うつ病により医療機関を受診する者は最近
増加している。うつ病による休業者の増加は
企業でも観察されており、企業の生産性や経
営にまで大きな影響を与え始めている。頻度
の高く、生活の質や生産性への影響の大きい
うつ病に対する第一次予防の技術を科学的
に確立することが急務の課題である。 

抑うつおよび不安の予防における個人向
け介入は、系統的レビューでは、十分明確
ではないものの効果的である可能性がある
とされている。労働者に対する個人向けス
トレスマネジメントの効果評価のメタアナ
リシスでは、認知行動的技法とリラクセー
ション法の組み合わせが抑うつの軽減に最
も有効であり、26研究の平均効果サイズは
0.59と高かった。地域住民を対象とし、う
つ病に関する基礎知識あるいは認知行動療
法の基礎を提供した e-ラーニングプログ
ラム（それぞれ Blue-Pagesおよび Mood-Gym
と呼ばれる）の効果評価（無作為化比較試
験）では、いずれのプログラムでも対照群
にくらべて抑うつ気分が改善したことから、
e-ラーニングによる学習によっても抑うつ
を予防することができる可能性がある。一
方、職場環境改善によるストレス対策を通
じた抑うつの軽減については抑うつ・不安
に対する職場環境改善の効果はなお十分明
確ではない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、わが国の一般労働者集団

を対象として、うつ病を中心とした気分障
害・不安障害の第一次予防（発症予防）にお
ける個人向けアプローチと職場環境改善ア
プローチによるストレス対策の有効性を大
規模な無作為化比較試験によって評価する
ことである。 

また、副次的な目的として、上記のストレ
ス対策が脳画像測定による前頭前野の活動
度を変化させるかどうか、またストレス対策
の効果が遺伝素因（セロトニントランスポー
ター遺伝子多型など）や社会経済的地域によ
って異なるかどうかを検証する。 

 

３．研究の方法 

１）職場環境改善アプローチによるストレス
対策の効果評価 

 鉄鋼メーカーの一事業場の事務系 45職場
を介入群９職場(393名)および対照群 36職場
（1041名）に区分した。介入群では従業員が
参加して職場環境改善ワークショップを開
始し、職場環境改善に関するアイデアを討論
し、これをその後半年間をかけて実行した。
職場環境改善ワークショップ前と１年後に
質問票調査を実施し、心理的ストレス反応に
対する介入効果を解析した。 
２）インターネット認知行動療法学習プログ
ラムのうつ病予防効果 
（１）対象 
 国内 IT系企業 A社の全社員（290人）と、
B社内の３部門の社員（1500人）を対象に参
加を呼び掛け、 850 人（47.5%）がベースラ
イン調査に参加した。 762人（42.6%）が導
入基準 を満たし、介入群（381人）と対照群
（381人）に無作為に割りつけられた。導入
基準は、過去１ヵ月に大うつ病性障害ではな
い、双極性障害ではない、過去３ヵ月の自分
の健康問題での休業が 15日未満、過去１ヵ
月に精神科の受診をしていないであった。 
介入群の参加者は、新しく作成した全６回

の iCBTプログラムをベースライン調査後か
ら１０週間で学習した。各回には宿題があり、
未学習者には毎週１回リマインダメールが
送信された。 対照群の参加者には、月１回、
運動、食事、睡眠などストレス対処に役立つ
内容のメールマガジンが送信された。両群と
もベースライン調査から３ヵ月後、６ヵ月後、
12ヶ月後に追跡調査が実施された。 
（２）方法 
介入プログラムであるインターネット認

知行動療法学習プログラムは、CBTに基づく
ストレス対処の方法を、マンガのストーリー
で提供するプログラムであり、本研究のため
に新規に開発された。全６回で構成され、毎
週１回ずつプログラムが追加される。インタ
ーネット環境があれば、社内外問わず利用で
きる。なお、学習教材へのマンガの利用は、
1) モチベーションの助けとなる、2) 理解し
やすい、3) 興味を持ちやすい、などの効果
が報告されている。プログラムには認知行動
モデルに基づくセルフモニタリングの方法、
認知再構成法、アサーティブネストレーニン
グ、問題解決療法、リラクセーション技法が
含まれた。宿題の提出は任意とし、提出者に
は専門スタッフ（臨床心理士）からコメント
がフィードバックされた 
主要アウトカムは心理的ストレス反応



(K6)、抑うつ症状(BDI-II)および Web-CIDI
による DSM-IV大うつ病挿話である。解析は
Intention-to-treat (ITT) 解析とし、前２
つのアウトカムについては、２群（介入群、
対照群）×３時点（ベースライン、３ヵ月後、
６ヶ月後）での混合モデル（成長曲線モデル）
による解析を行った。大うつ病挿話について
はカプランマイヤー法により介入群と対照
群の 12ヶ月目までの罹患率を比較した。統
計パッケージには PASW Statistics 18.0 を
使用した。 
３）脳画像測定による効果評価およびセロト
ニントランスポーター遺伝子多型による効
果の差 
 電機メーカー１社でボランティアを募り、
参加に同意した 12名の健常従業員に対して
認知行動療法を基本とした集団のストレス
マネジメント研修を毎週１回、合計５回実施
した。この間、簡易型光トポグラフィーによ
り課題実施中の前頭前野の脳血流を、研修前、
研修各回、および研修終了後１ヶ月目に測定
した。セロトニントランスポーター遺伝子多
型による認知行動療法プログラムの効果の
差を検討した。 
 
４．研究成果 
１）職場環境改善アプローチによるストレス
対策の効果評価 

職場環境改善アプローチによるストレス
対策は、心理的ストレスの軽減に対して有意
な介入効果を示さなかった。ただし介入群を、
半分以上の従業員が職場環境改善ワークシ
ョップに参加した職場（高参加率職場）とこ
れ未満の従業員しか参加しなかった職場（低
参加率職場）とに分けると、高参加率職場で
は対照群にくらべて心理的ストレス反応が
有意に改善していた。 
２）インターネット認知行動療法学習プログ
ラムのうつ病予防効果 
本研究で作成された iCBTプログラムは、

BDI-II について有意な改善効果を示した 
(p=0.05, 6ヶ月後の d=0.15)。また K6 でも
有意傾向の改善効果を示した(p=0.09, 6ヶ月
後の d=0.13) 。効果量は小さいが、本研究で
作成された iCBTプログラムは抑うつ症状と
心理的ストレス反応の低減に有効であると
考えられる。12ヶ月目までの大うつ病挿話の
累積罹患率は介入群で対照群と比較して有
意に低かった(1％対 5％、p=0.013)。 
３）脳画像測定による効果評価およびセロト
ニントランスポーター遺伝子多型による効
果の差 
認知行動療法ストレスマネジメントは、脳

画像測定による前頭葉の活動を増加させた
が有意な差ではなかった。セロトニントラン
スポーター遺伝子多型による認知行動療法
プログラムの効果の差は明確にできなかっ

た。 
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